




１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 7

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 8

○添付資料の目次

- 1 -

因幡電機産業株式会社　（9934）　2023年３月期第３四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染拡大は相次いだものの、行動制限

の緩和は維持され持ち直しの動きが見られましたが、原材料価格の高騰をはじめとする物価上昇や急速な為替の変

動、ウクライナ情勢の長期化などが懸念されるなか、景気回復は足踏み状態が続きました。

当社グループの係わる電設資材業界は、建築着工や企業の設備投資がコロナ禍前の水準に戻りつつあるなど回復

基調となりました。また、自社製品の係わる空調業界は、第２四半期以降は猛暑による需要回復の動きや供給制約

の緩和が見られましたが、第１四半期における半導体不足や中国のロックダウン等による影響からルームエアコン

の出荷（国内697万台 前年同期比3.2％減）は伸び悩みました。

このような情勢のなか、当社グループは中長期的な経営戦略に沿って、重点施策を着実に推進するとともに、積

極的な営業活動を展開しました。

その結果、売上高は2,198億62百万円（前年同期比9.1％増）、営業利益は135億20百万円（前年同期比16.5％

増）、経常利益は150億25百万円（前年同期比20.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は108億58百万円

（前年同期比24.6％増）となり、第３四半期決算として過去最高業績を更新いたしました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜電設資材事業＞

銅価格等の高騰により電線ケーブル類をはじめ多くの電設資材の販売価格が上昇したほか、半導体不足等による

供給面の制約を受けたものの、首都圏再開発や製造業の設備更新、データセンターなどの大型物件向けに防災設備

や受配電設備等の納入があった結果、売上高1,382億76百万円（前年同期比7.1％増）となりました。

＜産業機器事業＞

旺盛なデジタル関連需要や自動車業界のＥＶ関連投資などの拡大を背景に半導体関連向けの販売が好調であった

ほか、製造業を中心とした設備投資が堅調に推移したことにより、制御機器及び電子部品の販売が増加した結果、

売上高295億57百万円（前年同期比18.5％増）となりました。

＜自社製品事業＞

ルームエアコンの出荷が伸び悩んだことによる空調関連部材の需要停滞や、前期の製品価格改定に伴う駆け込み

需要の反動減が見られましたが、原材料価格の高騰を受け幅広い製品において価格改定の実施を継続したほか、首

都圏や近畿圏をはじめとした大型物件向けの納入があったことなどから被覆銅管や空調配管化粧カバー「スリムダ

クトシリーズ」の販売が底堅く推移した結果、売上高520億29百万円（前年同期比9.6％増）となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の業績予想につきましては、現時点において2022年５月13日公表の業績予想から変更しておりませ

ん。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 77,568 54,282

受取手形、売掛金及び契約資産 72,626 59,430

電子記録債権 23,133 27,012

有価証券 － 6,000

商品及び製品 14,610 22,590

仕掛品 298 350

原材料及び貯蔵品 2,370 3,518

その他 1,754 2,293

流動資産合計 192,363 175,479

固定資産

有形固定資産

土地 14,105 14,099

その他（純額） 7,463 7,644

有形固定資産合計 21,569 21,744

無形固定資産 1,462 1,421

投資その他の資産

投資有価証券 16,993 15,758

その他 3,033 8,946

貸倒引当金 △0 △8

投資その他の資産合計 20,025 24,696

固定資産合計 43,056 47,862

資産合計 235,420 223,341

負債の部

流動負債

電子記録債務 5,603 5,025

買掛金 68,705 57,772

短期借入金 343 387

未払法人税等 4,271 960

賞与引当金 5,623 3,244

役員賞与引当金 94 142

製品保証引当金 93 －

その他 4,009 4,174

流動負債合計 88,744 71,705

固定負債

退職給付に係る負債 54 48

その他 5,368 5,997

固定負債合計 5,423 6,045

負債合計 94,167 77,751

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,962 13,962

資本剰余金 14,171 14,171

利益剰余金 109,361 114,041

自己株式 △2,413 △2,369

株主資本合計 135,082 139,806

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,105 4,497

為替換算調整勘定 297 499

その他の包括利益累計額合計 5,403 4,997

新株予約権 766 786

純資産合計 141,253 145,590

負債純資産合計 235,420 223,341
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

売上高 201,517 219,862

売上原価 166,676 181,553

売上総利益 34,840 38,309

販売費及び一般管理費 23,237 24,788

営業利益 11,602 13,520

営業外収益

受取利息 33 31

受取配当金 653 617

その他 250 903

営業外収益合計 937 1,553

営業外費用

支払利息 9 9

その他 72 38

営業外費用合計 81 47

経常利益 12,458 15,025

特別利益

投資有価証券売却益 － 819

関係会社株式売却益 151 13

固定資産売却益 1 9

特別利益合計 153 841

特別損失

固定資産除却損 23 8

固定資産売却損 1 2

特別損失合計 25 10

税金等調整前四半期純利益 12,586 15,857

法人税、住民税及び事業税 3,878 3,925

法人税等調整額 △6 1,073

法人税等合計 3,872 4,998

四半期純利益 8,714 10,858

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,714 10,858

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 8,714 10,858

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 193 △608

為替換算調整勘定 8 201

その他の包括利益合計 202 △406

四半期包括利益 8,916 10,451

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　当社は、2022年11月28日開催の取締役会決議に基づき、自己株式328,900株の取得を実施し、当第３四半期連結

　累計期間において自己株式が905百万円増加しております。

　　また、ストック・オプションの行使による自己株式365,100株の処分に伴い、当第３四半期連結累計期間におい

　て自己株式が950百万円減少しております。

　　これらの結果、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が2,369百万円となっております。

（会計方針の変更）

　　　（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　　　　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

　　　会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

　　　項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

　　　ることといたしました。

　　　　なお、これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書計
上額（注）２電設資材事業 産業機器事業 自社製品事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 129,122 24,936 47,458 201,517 - 201,517

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,860 616 2,995 5,472 △5,472 -

計 130,982 25,552 50,453 206,989 △5,472 201,517

セグメント利益 4,030 966 10,024 15,022 △2,436 12,586

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書計
上額（注）２電設資材事業 産業機器事業 自社製品事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 138,276 29,557 52,029 219,862 - 219,862

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,553 855 3,159 5,568 △5,568 -

計 139,830 30,412 55,188 225,431 △5,568 219,862

セグメント利益 4,880 1,443 10,615 16,939 △1,082 15,857

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（注）１．セグメント利益の調整額△2,436百万円には、セグメント間取引消去65百万円、報告セグメントに配分し

ていない全社損益△2,237百万円及びその他の調整額△264百万円が含まれております。全社損益は、主に

報告セグメントに帰属しない売上原価、一般管理費、営業外損益及び特別損益であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（注）１．セグメント利益の調整額△1,082百万円には、セグメント間取引消去72百万円、報告セグメントに配分し

ていない全社損益△1,165百万円及びその他の調整額10百万円が含まれております。全社損益は、主に

報告セグメントに帰属しない売上原価、一般管理費、営業外損益及び特別損益であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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